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消防団　地域防災のリーダー



　勢いよく水が出るホースをしっかりと握る、第7分団の消防団員。火元に見立てた10メートル先の標的を狙っています。

　昨年10月18日に総合公園で行われた消防フェスティバル2014inひらつかで、市内三つの消防分団が小型ポンプを使って放水を披露しました。




固い絆で地域を守る



　江戸時代の町火消が起源とされる活動があります。地域の安全を守る消防団と、はしご乗りや木やりの伝統を受け継ぐ平塚古式消防保存会。さまざまな変遷を経て、今なお続く二つの姿を紹介します。

問：消防救急課　電話：0463-21-9729



地域に溶け込む


　「ほんとだ！　全然抜けない」「こんな結び方知らなかったよ」

　吉沢小学校（上吉沢465）の多目的室に響く、にぎやかな子どもたちの声。小学生が消防団員からロープの結び方を教わっています。

　11月22日に、小学生の防災意識を高めるイベント「わくわくサタデー」が吉沢小学校で開かれました。吉沢地区の消防団第16分団が、ロープの取り扱い方法などを教えるロープワークを行いました。

　6年生3クラス83人が参加し、10グループに分かれて、もやい結びや本結びなどを、約30分間教わりました。いつも固結びやちょうちょう結びをしている小学生は、慣れない結び方に挑戦。消防団員が手際良くロープを操る様子を真剣なまなざしで見つめます。

　「最初は難しかったけど、もう完璧」「帰ったらお母さんにも教えてあげなきゃ」と笑顔を見せます。

　「子どもたちに消防団を知ってもらう機会になって、とても良かったです」とほほ笑む、第16分団の小澤幸輝（おざわゆきてる）さん（次下写真）。

　「今後も続けていきたい」と、わくわくサタデーの手応えを語ります。
[image: 地域に溶け込む]

小学生にロープの結び方を実演
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チームワークが宝

　消防署の職員は、消防業務を本業としています。一方、消防団員は本業を別に持ちながら、災害などが発生した場合に、地域を守るために消防の仕事をします。小澤さんも、普段は南金目にある石材店で働いています。地域の方から声を掛けられて、平成16年に入団しました。

　第16分団では、毎月第1・第3土曜日の夜に定期的に訓練や巡回をしています。ほかにも、市民体育レクリエーション地区大会などの地域行事や、1月の出初式などにも参加しています。

　災害出動だけではなく、地域行事にも参加することで、地域の方に消防団を知ってもらい、消防団員の顔も覚えてもらえます。実際に災害が起きた時に、地域と連携しスムーズな対応ができます。

　「日頃の訓練に自然と集まれる雰囲気を作ってくれる分団長や仲間に感謝しています」と話す小澤さん。危険と隣り合わせの災害現場では、チームワークが重要で、分団長を中心に固い絆で結ばれています。「若い人や新しく入ってきた人も、すぐに溶け込めるような雰囲気づくりを心掛けています」と付け加えます。

　災害時には、平均すると年間4～5回の出動要請があります。昨年10月の台風18号では、吉沢地区に土砂崩れがありました。「場所を把握するため、車で巡回しました。道路が川のようになっていて、運転するだけでも大変でした」と振り返ります。

　「災害現場で気を付けていることは、まず第一に自分の身の安全を確保することです。1人の力は小さなものですが、自分が動けなくなったら、分団に大きな迷惑を掛けてしまいます」と言います。

　「ここまで消防団の活動を続けられるとは思わなかった」と語る小澤さん。多い時期には毎週のように消防団の活動があります。「家族の理解と協力なしには続けられなかったですね」と家族への感謝も忘れません。
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乾燥する時季の巡回は大切です




消防団員になりませんか？


　消防団員には特別地方公務員として一定の報酬が支給されます。また、災害や訓練などで出勤した時は、別に手当が支給されます。活動中のけがなどには、公務災害補償の制度もあります。市内在住・在勤の18～54歳の方（選考）。

募：電話で、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。
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求む！消防団員




広がる活動


　「火を消すだけが仕事ではありません」

　市消防団長の二宮（にみや）敏郎さんは、消防団の役割の変化を指摘します。

　平成23年3月11日の東日本大震災以降、消防団の災害対応が特に注目されるようになりました。消火技術だけではなく、自動体外式除細動器（AED）を使った救命方法も覚えていかなければなりません。今年から、全ての消防団員が、救命講習を受講していきます。

　二宮さんは農家で、寺田縄でイチゴや米などを作っています。28歳で金田地区の第15分団に入団し、分団長まで務めました。複数の分団を統括する副団長を経て、昨年4月から市内の消防団を束ねる消防団長に就任しました。

　市内の消防団には、現在369人が所属しています。分団の上には団本部があります。二宮団長のほか4人の副団長がいて、分団と消防署の間に入り、連絡調整などをしています。また、災害時には情報収集するほか、各分団へ指示などをします。
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「消防団員は自分の安全を確保し活動してほしい」と語る二宮団長





いつも安心・安全を

　昼間の災害でもすぐに駆け付けられるように、住まいの近くで働いている人が消防団員には適任です。しかし最近では、自宅から離れて働くサラリーマンの消防団員の割合が増えています。その割合は、平成25年には全国平均で71.9パーセントとなり、昼間の消防力の低下が心配されています。平塚市では平成26年4月1日現在で43.6パーセントで、全国平均より低くなっています。自営業者やサラリーマンなど、さまざまな職種の消防団員に支えられています。

　また、地元企業とも連携しています。従業員の入団に理解を示し、消防団活動への協力を得た事業所に表示証を交付する、消防団協力事業所表示制度があります。市内では湘南農業協同組合・日産車体・田中貴金属工業・福田無線商会の4事業所が登録されています。「農協の職員は地元の出身者が多くいます。雇用形態はサラリーマンですが、地域に密着していて、とても心強い」と二宮さんは語ります。

　昭和43年度の消防団員数を100としたときの経年の変化を見ると、平成25年度では全国が69.1に対し、平塚市は98.4です。全国的には右肩下がりですが、平塚市はほぼ同じ消防団員数を維持しています。農商工とバランスのとれた産業構成で一定の消防団員が確保できるほか、地元企業の協力などにより、市内の安全が守られています。




自分を守り地域を守る

　「消火技術の習得は簡単ではありません。『自分が地域を守る』という強い気持ちを持って活動してほしい」と二宮さんは語ります。

　消防団は、消防団員のボランティア精神に支えられています。本業を持ちながら活動をしているので、けがは絶対に避けなければいけません。

　火災現場では、何が落ちているか分からないので、底の厚い編み上げ靴が必要です。また、防火衣のホックを上まできちんと留めないと、何かに引っ掛かって転倒する恐れもあります。

　訓練でやらないことは、本番ではできません。「日頃の訓練から、消防団員の装備品をチェックしています」と二宮さんは顔を引き締めます。

　また、「分団長はできるだけ長く続け、消防団員の育成などに目を配ってほしい」と付け加えます。消防団員の入れ替わりが多くなると、組織は弱くなってしまいます。分団長が長く続ければ、分団の統率力も高まり、災害時に力を発揮することができます。「組織を強くして、地域を守ってきた消防団を何十年、何百年先にも残していきたい」と力を込めます。



暮らしの近くに消防分団



市内には19の分団があります。

災害に迅速に対応できるよう、バランス良く配置しています。
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町火消の心意気をご覧あれ


　はしご乗りは出初式の花形。はしご乗りを見ないとお正月じゃないと言う人もいるほどだ。「正月の風物詩として縁起物のはしご乗りを、多くの人に楽しんでもらいたい」と話すのは、平塚古式消防保存会の舩津（ふなつ）孝夫会長（次上写真）。

　江戸時代の消火活動は、延焼を防ぐために家屋を壊すことが多かった。町火消を担っていたのは、家屋の知識や専用の道具を持つとび職人。仕事前の準備運動や訓練だったはしご乗りは、今もとび職人に受け継がれている。

　舩津会長は「火消し稼業の伝統を受け継ぎ、火の中に飛び込むような威勢の良さを見せたいね」と出初式への意気込みを語る。

　昭和38年1月に結成された保存会。結成当初は70～80人いたと言われるが、現在では20歳代から60歳代までの12人が活動している。

　「私のように一代限りの人は、保存会に入りたくても親方の許可が無ければ入れてもらえなかったんだよ」

　舩津会長が入会した昭和40年代半ばは、とび職の家業を代々継いできた人が多く、保存会への入会は狭き門だった。「今の若い人に、苦労して入った話をしても、全然信用してもらえないよ」と笑顔を見せる。

　毎年11月下旬から正月の出初式に向け、本業であるとび職の仕事を終えた夜間、会員が白い息を吐きながら黙々と練習を続ける。バランス感覚を養うため、地中に埋めた丸太に、少し揺れるくらいの強度ではしごを固定する。本番と同じ環境に近づけるための、昔ながらのやり方だ。本番では鳶口（とびぐち）と呼ばれる、柄の先にかぎのある道具を持った「かぎ持ち」が四方から支える（次下写真）。はしごの上は不安定だ。
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消防署大野出張所にはしごを立て、練習に励む





粋でいなせ

　はしご乗りの見どころは、次々と繰り出される技だ。鯱（しゃち）、背亀（せがめ）、肝（きも）つぶし--。大技が立て続けに成功すると、大きな拍手が送られる。「はしごの上で繰り広げられる難易度の高い技に注目してほしい」と話す舩津会長。

　「命綱や安全帯を付けずに、何でそんなことをするのだろうかと思う人もいるかもね。でも、江戸時代の心意気を今に伝える伝統行事だから、『粋でいなせ』なはしご乗りを、ぜひ見に来てよ」
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約7メートルのはしごの上で、技が披露される
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消防出初式


　伝統のはしご乗り・木やり、消防車両のパレードやはしご車が活躍する消防署部隊による消防演技など、見応えのある演技がめじろ押しです。消防団の小型動力ポンプ10台とはしご車などによる豪華な一斉放水（次写真）をするクライマックスには目が離せません。

　1月10日（土）午前10時～11時45分。総合公園平塚のはらっぱ。荒天中止。

問：消防総務課　電話：0463-21-9725
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防災講演会　2月7日（土）
石巻市の教訓から防災を考える


　平成23年3月11日に発生した東日本大震災による被害の状況や、復興の歩み、震災から得た教訓などを、宮城県石巻市の亀山紘（ひろし）市長が語ります。被災地の生の声を聞いて、防災について考えませんか。
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亀山紘・石巻市長

　東北地方を中心に、大きな被害をもたらした東日本大震災。平塚市と「災害時相互応援に関する協定」を結んでいる石巻市は、その中でも、特に被害が大きかった自治体の一つです。

　震災が起きたのは、亀山市長が石巻市長に就任してから、あと1カ月半ほどで丸2年というタイミングでした。震度6強の大きな揺れに見舞われ、直後に押し寄せた津波によって、海に面した市街地は、ほぼ壊滅状態となりました。犠牲者の数も、市町村の中では最も多く、3200人以上となりました。

　被害状況を伝えるニュース番組で繰り返し流れた、沿岸の街を次々と飲み込んでいく津波の映像--。それは、現実に起こったことなのかと目を疑うほど、見る人に強い衝撃を与えるものでした。




石巻市へ多くの支援

　こうした状況を受け、平塚市は食糧や飲料水、毛布などの生活用品を支援物資としてトラックで搬送しました。その中には、市民の皆さんから募り、提供してもらった物資も数多く含まれていました。また、市内の企業・団体などから多くの義援金も送られました。

　人的な支援では、市は、消防本部から消防隊や救急隊、市民病院から医師や看護師などを派遣。ほかにも、避難所の運営支援をする職員らを派遣し、被災者の救助や救護などに貢献しました。

　現在も、復興を手助けするため、土木技師や事務職員ら、5人の職員を派遣しています。今後も引き続き支援を続けていきます。

　石巻市をはじめ、東北の被災地は、まだ完全な復興には至っていません。今回の講演会をきっかけに、被災地のためにできることや、身の回りの防災対策についてもう一度、見直しませんか。

防災講演会「被災地・石巻市からの報告　東日本大震災を教訓として」　2月7日（土）午後2時～4時。中央公民館。650人（当日先着順）。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734
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被災直後の石巻市街




災害時相互応援に関する協定ってなに？


　災害で大きな被害を受けた時に、支援物資を送ったり、応援職員を派遣したりすることで、救助活動や復興を自治体が支援し合う協定です。被災した自治体だけでは対応には限界があるため、互いに助け合う仕組みづくりが大切です。

　平塚市は石巻市のほか、友好都市である岩手県花巻市・岐阜県高山市・静岡県伊豆市をはじめ、県内外の自治体と協定を結んでいます。




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、1月7日（水）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


消防協力事業所


　災害時に備え、建設用の重機などを所有している市内の事業所を「消防協力事業所」として登録します。

　対象は①土木・建築業を営んでおり、複数の従業員が勤務している事業所②市内に建設用重機などの置き場がある事業所。

　登録基準はⓐ建設用重機などを所有し、適正に維持管理しているⓑ建設用重機などの取り扱い資格を持つ複数の従業員がいるⓒ消防から協力依頼があった時に、支障のない範囲で協力できるⓓ消防協力事業所であることを、市ウェブなどで公開することに同意できる。

募：電話で、1月9日（金）～2月6日（金）に、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。



救急協力事業所


　自動体外式除細動器（AED）を設置し、従業員に応急手当の普及啓発を進めている市内の事業所を「救急協力事業所」として登録します。

　対象は①会社・工場など複数の従業員が勤務する事業所②店舗・ホテル・スポーツ施設など不特定多数の方が利用する事業所。

　登録基準はⓐAEDを設置し適正に維持管理しているⓑ従業員の20パーセント以上が普通救命講習などを受講し、速やかに応急手当などができるⓒ普通救命講習などを従業員が3年以内に再受講できるⓓ救急協力事業所であることを市ウェブなどで公開することに同意できる。

募：電話で、1月9日（金）～23日（金）に、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。
[image: 救急協力事業所]

AEDによる救命措置




西図書館の臨時職員


　返却された本やCDの整理など、図書館窓口の補助業務をします。

　高校生を除く18歳以上の方、数人。勤務は土・日曜日、祝日など、月4～5日程度（勤務のない月もあります）。午前9時～午後5時。時給890円。雇用期間は2月1日（日）～3月31日（火）。更新もあります。

募：写真を貼った市販の履歴書を、本人が直接、1月22日（木）までに、山下760-3の西図書館　電話：0463-36-3555へ。



国際理解を深めるつどい


　国際連合の思想普及活動の一環として、「持続可能な地球社会への価値創造　マララ、フランクル、マンデラに学ぶ」をテーマに講演します。

　1月23日（金）午後2時～3時45分。美術館。30人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、文化・交流課　電話：0463-25-2520　FAX：24-3666　メール：koryu@へ。



応急手当普及員の講習会


　勤労会館。先着順。

再講習会　2月3日（火）午前9時～正午。応急手当普及員を取得した日から、3年程度経過する方20人。普通救命講習の指導要領テキスト。

講習会　4日（水）～6日（金）、全3回、午前9時～午後5時。普通救命講習を受講済みで、市内在住・在勤の方または市内の防災組織などに所属している方30人。4937円。

募：電話で、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。



短期労働講座


　労働関係の法律など、働く上で知っておきたい基本的なルールを分かりやすく解説します。

　2月12日（木）・18日（水）・20日（金）・24日（火）、全4回、午後6時30分～8時30分。県平塚合同庁舎（西八幡1-3-1）。50人（先着順）。

募：電話または、かながわ労働センターウェブや本館5階の産業振興課などにある受講申込書を、ファクスで、かながわ労働センター湘南支所　電話：0463-22-2711内線2517　FAX：21-2848へ。



ガイドと巡る文化資源


　須賀の史跡コース。寺社などを巡ります。自転車・オートバイでは同行できません。

　1月25日（日）午前9時30分～午後0時30分。約4.2キロメートル。荒天中止。平塚駅南口の噴水前に集合。港稲荷神社（千石河岸64）で解散。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、1月18日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



給食の物資納入業者の登録


　平成27・28年度に、学校給食用の食材料を納入する業者の申請を受け付けます。更新年度のため、既に登録している業者も申請が必要です。

募：1月5日（月）～13日（火）の平日に、豊原分庁舎1号館2階の学校給食課　電話：0463-35-8119で配る申請用紙を、直接、14日（水）～21日（水）に、同課へ。



団体の人材獲得講座


　多くの市民活動団体が抱える課題である、人材不足の原因を分析し、人材を獲得するために必要な手段などを学びます。

　1月25日（日）午後3時～5時30分。市民活動センター。50人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



西真土市民農園の利用者


　市内23カ所目となる市民農園、西真土市民農園（西真土4-836-1ほか）を開設します。

　市内在住で、年間を通じて農園を利用できる方。37区画（抽選）。年8000円。利用期間は3月23日から2年間。

募：必要事項を、往復はがきで、1月30日（金）までに、農水産課　電話：0463-35-8105へ。



八幡山の洋館で文化講座


　「鷗外（おうがい）の業績と『舞姫』の探究」をテーマに、明治時代の青年の心を探る講座です。

　2月7日（土）午後2時～4時15分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。50人（抽選）。

募：講座名・必要事項を、はがきで、1月20日（火）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



婚活セミナー


　好感度の高い男性になるためのセミナーです。

　2月1日（日）午後1時30分～3時30分。平塚商工会議所（松風町2-10）。独身の男性15人（先着順）。5000円。

募：湘南ウエディングサポート　電話：0463-68-4002のウェブからお申し込みください。




嘱託社員を募集します


市嘱託員

　採用予定日は4月1日以降。雇用期間は1年以内。1次試験は1月31日（土）。

　①健康相談1人②消費生活センター相談2人③理学療法士1人④障がい支援区分認定審査事務1人⑤介護認定調査1人⑥保育士A8人⑦保育士B1人⑧保育士C1人⑨言語指導3人⑩こども発達支援相談（臨床心理士）1人⑪こども発達支援相談（理学療法士）1人⑫保健師1人⑬助産師1人⑭歯科衛生士1人⑮管理栄養士1人⑯市民活動センター事務1人⑰福祉窓口1人⑱生活福祉年金相談1人⑲保育園給食調理・用務作業1人⑳母子保健心理相談1人㉑青少年電話相談1人㉒国民健康保険窓口1人。

募：本館4階の職員課　電話：0463-21-8762や公民館、市ウェブなどにある受験申込書を、本人が直接、1月5日（月）～23日（金）の平日に、同課へ。




教育委員会の嘱託員

　勤務日数は週3～5日（ⓔはローテーション勤務）。1次試験は1月24日（土）。採用予定日は4月1日以降。雇用期間は1年以内で更新する場合もあります。

　ⓐ校務作業6人程度ⓑ給食調理6人程度ⓒ栄養士1人程度ⓓ公民館事務2人ⓔ図書館奉仕7人程度ⓕ運転1人。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブなどにある受験申込書を、本人が直接、1月5日（月）～16日（金）の平日に、同課へ。




1月22日（木）まで　給付金の申請を忘れずに

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金



　申請の期限は1月22日（木）です。対象者には昨年7月に申請書を郵送しています。届いていない場合はお問い合わせください。

臨時福祉給付金　平成26年1月1日現在、市内在住で、平成26年度の市民税が課税されない方（扶養に入っている方、生活保護を受けている方らは除く）。1人1万円。老齢基礎年金・障がい基礎年金・遺族基礎年金・児童扶養手当・特別障がい者手当などの受給者は1万5,000円。

子育て世帯臨時特例給付金　平成26年1月1日現在、市内在住で、平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）を受給している方（平成25年度中の所得が児童手当の所得制限額以上の方、臨時福祉給付金の対象となる方、生活保護を受けている方らは除く）。児童1人につき1万円。

問：市給付金専用ダイヤル　電話：0463-79-8828




[image: 新年のあいさつ]


　明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまには、健やかに良き新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　昨年本市では、新しい市庁舎の1期工事が無事完了いたしました。このことを契機に、全職員が一丸となって市民サービスのさらなる向上を目指しながら、市民の参加と協働による自治の基本に立ったまちづくりを進め、地域の活性化を図っています。

　そうした中、湘南ベルマーレがJリーグ史上最速でJ1への昇格を決めるとともに、初めてリーグ優勝を果たすという快挙を成し遂げ、平塚のまちに明るさと元気をもたらしてくれました。

　今年は、さがみ縦貫道路の全線開通や国道134号の平塚-大磯区間の4車線化完了が見込まれています。平塚周辺の道路が整備されることで、まちの発展の可能性はさらに広がることが期待されます。また、日産車体湘南工場第1地区の跡地活用は、都市計画決定と事業認可を終え、住宅・商業・医療福祉・工業が融合された複合的なまちづくりが着々と進められており、人やモノの流れが大きく変わる起点のひとつになるものと思っています。

　「このまちに住みたい、住み続けたい」と思えるまちを目指し、平塚の魅力や活力をさらに高めていくためにも、市民の皆さまには、今後とも変わらぬ市政へのお力添えをよろしくお願いいたします。

　本年が皆さまにとりまして、幸多き年になりますことを、心よりお祈り申し上げます。



平塚市長

[image: 落合克宏]




[image: 市民活動ファンドを活用しませんか]


①助成申請　「公益信託ひらつか市民活動ファンド」は、市内で活動する市民活動団体（次写真）を資金面で支援する制度です。助成が必要な団体を募集します。

②応募説明会　申請方法の説明をします。市民活動ファンドの相談もできます。

　1月16日（金）午後6時～7時30分、23日（金）午後2時～3時30分、31日（土）午前10時～11時30分。市民活動センター。

募：①は市民活動センターや市ウェブなどにある申請書を、事前に電話の上直接②は氏名・所属する市民団体名を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。
[image: 市民活動ファンドを活用しませんか]





[image: 1月の3連休の競輪場はログステージイベントが盛りだくさん！！]


　1月の3連休に平塚競輪場（久領堤5-1）では、家族で楽しめるイベントを毎日開催します。

　1月10日（土）～12日（祝）、午前10時～午後5時。入場料100円（15歳未満は無料）。

仮面ライダードライブ（次写真）　ショー　10日、午後0時20分・2時30分。
[image: 仮面ライダードライブ]

しずる　お笑いライブ　11日、午後0時20分・2時30分。

バイきんぐ（次写真）　お笑いライブ　12日、午後0時20分・2時30分。
[image: バイきんぐ]

　詳しくは平塚競輪場ウェブをご覧ください。

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935




お知らせ


逸品お披露目会


　平塚逸品研究会の37店舗が吟味したお薦めの「逸品」を披露します。

　1月21日（水）午後2時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。

問：平塚商工会議所　電話：0463-22-2511
[image: 逸品お披露目会]

こだわりの逸品が勢ぞろい






湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚や野菜の販売、ダンベル体操などをします。数量限定の福袋の販売や、景品が当たる抽選会もします。

　1月18日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けます。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　ひな人形・1人掛けソファ・洋服ダンス・こたつ用テーブル・剣道具・電子オルガンなど。

譲ってください　子ども用鉄棒・冷蔵庫。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



保育園児の絵画展


　保育園児が生活の中で感じたことを描いた絵画を展示します。平塚市の友好都市、岐阜県高山市・岩手県花巻市・静岡県伊豆市の園児の作品も展示します。

　1月15日（木）～18日（日）、午前10時～午後4時30分（18日は午後3時まで）。美術館。

問：保育課　電話：0463-21-9612



花アグリ　冬の収穫祭


　イチゴを試食して品種を当てるクイズや、品評会に出品したミカンの即売会などをします。

　1月17日（土）午前9時～午後3時。花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）・あさつゆ広場（寺田縄424-1）。

問：農水産課　電話：0463-35-8102




健康と福祉

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


転倒骨折予防教室


　2月6日～3月20日の金曜日、全7回。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方、各15人（先着順）。タオル・飲み物。動きやすい服装・靴でお越しください。

　①午前10時～正午。平塚MNビル2階（宝町3-1）②午前10時～11時30分。レオスイミング平塚校（平塚5-22-18）。初めての方を優先。

募：電話で、1月5日（月）午前9時から①はニチイ学館平塚支店　電話：0463-25-6682②は同日午前10時から、レオスイミングスクール平塚校　電話：0463-34-3575へ。



臨時看護師を募集


　看護師の資格がある方、数人。健診・相談・特定保健指導など。保健センター。勤務は平日の3～6時間で、月12日以内。時給1270円。採用は2月以降です。

募：写真を貼った履歴書に資格証の写しを添え、郵送または直接、1月20日（火）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



日赤救急法の基礎講習会


　心停止した傷病者を救うための1次救命措置を学びませんか。

　2月15日（日）正午～午後4時。中央公民館。中学生を除く15歳以上の方20人（抽選）。1500円。

募：開催日と講習会名・必要事項・生年月日を、はがきで、1月16日（金）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。



認知症サポーター養成講座


　知識と対応方法を学び、認知症への理解を深めませんか。講義終了後に、認知症サポーターの証しとしてオレンジリングを差し上げます。

　2月10日（火）午後1時30分～3時。豊田敬愛ホーム（南豊田85-1）。市内在住・在勤の方30人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センターとよだ　電話：0463-36-2501へ。



拡大図書の新人講習会


　視覚障がいのある児童のために、教科書を拡大作成する方法などを学びます。

　2月4日～3月4日の水曜日、全4回、午後1時～3時。福祉会館。市内在住・在勤・在学で視覚障がい者支援に関心がある方ら5人（先着順）。筆記用具。500円。

募：電話または直接、1月5日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



無料クーポン券で早めにがん検診を受けましょう


　子宮頸（けい）がん・乳がん・大腸がん検診は2月28日（土）で終了します。まだ受診していない方は早めに受診してください。期限前でも定員になった場合は受け付けを終了します。詳しくは、クーポン券のお知らせや市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



歯科健康教室


　口臭の予防法を実践します。希望者には口臭判定もします。

　1月27日（火）午後1時30分～3時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



健康増進のための講演会


　テーマは「がんと食事・栄養」です。

　2月7日（土）午前10時～11時15分。保健センター。100人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



慢性腎臓病の講座


　2月14日（土）午前10時～11時30分。保健センター。市内在住・在勤の方50人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



高齢者の健康・教養講座


　リズム体操をします。

　1月23日（金）・30日（金）、2月6日（金）・13日（金）・21日（土）・27日（金）、全6回、午後1時～3時。東部福祉会館白寿荘（大神2885-3）。市内在住の60歳以上の方20人（先着順）。タオル・飲み物・滑りにくい靴下。運動のできる服装でお越しください。

募：電話または直接、1月6日（火）午前9時から、東部福祉会館白寿荘　電話：0463-55-7100へ。



平日ボランティアスクール


　ボランティア活動の基礎を学び、福祉体験などをします。

　1月30日～3月6日の金曜日、全6回、午後1時30分～3時30分。福祉会館。市内在住・在勤・在学でボランティア活動に興味がある方ら40人（先着順）。

募：電話または直接、1月5日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



くすの木体操講習会


　音楽に合わせて、楽しく健康づくりをしませんか。

　1月16日（金）午後1時30分～3時。松が丘公民館（東中原2-17-19）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111




[image: 小学校の入学説明会]


　4月に小学校へ入学するお子さんの保護者を対象に、入学説明会を開きます。会場は原則として各小学校ですが、富士見・横内の両校は公民館です。詳しくは各小学校へお問い合わせください。
[image: 小学校の入学説明会]

問：教育総務課　電話：0463-35-8118




[image: 広報番組ひらつかビジョン]

総合公園に行こう

[image: 広報番組ひらつかビジョン]


　東海大学の学生がリポートする情報ドキュメンタリー番組です。1月の放送では、季節を問わず1年中楽しめる総合公園の魅力を紹介します。

　SCN湘南チャンネル。毎週土曜日、午後7時30分～7時45分。毎週日曜日、午後1時45分～2時など。YouTubeでも配信します。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761




[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


ネット通販前払いトラブル

　いつでも欲しい情報を得ることができ、今や私たちの生活に欠かせないインターネットですが、問題も増えています。特にインターネットで申し込みをする通信販売で、前払いした場合のトラブルが急増しています。

　「欲しかった海外ブランドのバッグをインターネットで検索すると、他の業者より安い価格で販売しているウェブが見つかった。代金は指定の個人名義口座への振り込みで不審に思ったが、バッグが欲しいので代金を振り込んだ。業者から『振り込みを確認したので商品を送る』とメールが届いたが、発送予定日を過ぎても商品が届かない」と消費生活センターへ相談がありました。

　ウェブを再度確認すると、日本語の表現におかしな点があり、法律で定められている業者の住所や電話番号の表記もありませんでした。所在が不明なため、連絡することも返金してもらうこともできません。

　さらに手口も巧妙化し、実在するウェブを模倣して本物と誤認させるケースもあります。個人名義の口座には決して前払いしないことが大切です。

[image: ネット通販前払いトラブル]



スポーツ

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るため、まちづくり財団が開いています。

　会場は①②がトッケイセキュリティ平塚総合体育館③がひらつかサン・ライフアリーナ。抽選。

①はつらつ水中体操　2月4日～3月18日の水曜日、全6回、コース1は午前10時15分～11時、コース2は午前11時15分～正午。各60人。2570円。

②アクアビクス　2月5日～3月12日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4110円。

③女性フットサル　2月5日～3月12日の木曜日、全6回、午後7時15分～8時45分。40人。3080円。

募：教室名（①はコース名も）・必要事項・年齢を、はがきで、1月15日（木）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。



プロスポーツを楽しもう


　トッケイセキュリティ平塚総合体育館。チケットはローソンチケットなどで販売中です。

バレーボール　Wリーグ　1月17日（土）・18日（日）、午後2時試合開始。富士通レッドウェーブ-アイシン・エィ・ダブリュウィングス。スタンド席一般2000円など。

バスケットボール　bjリーグ　24日（土）午後6時、25日（日）午後2時、試合開始。横浜ビー・コルセアーズ-青森ワッツ。2階自由席大人2000円など。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




市内駅伝競走大会



　1月11日（日）、ShonanBMWスタジアム平塚をスタートします。雨天決行。

地区対抗の部　6区間32.1キロメートル

実業団対抗の部　5区間29.9キロメートル

◆中継点などの通過予想時刻


	女子区	ShonanBMWスタジアム平塚　9時
（地区対抗の女子選手が総合公園を1周）

	第1区	ShonanBMWスタジアム平塚　9時7分

	第2区	大住中学校前　9時25分

	第3区	大住中学校前　9時45分

	第4区	みずほ小学校前　10時

	第5区	吉沢小学校前　10時20分

	ゴール	山城中学校　10時36分





問：スポーツ課　電話：0463-31-3060



[image: 市内駅伝競走大会]
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連続出場のタスキをつないで



　「出場を断念しそうなこともありました」と連続出場の苦労を語る田上さん（次写真左）。新入社員が採用されずメンバーがいない。社員同士の勤務時間も違う。夜勤明けで走った……。懐かしい思い出を振り返ります。

　1月11日（日）の市内駅伝競走大会（詳細は市内駅伝競走大会）に、実業団として最長の25年連続で出場します。陸上部だった田上さんがフルマラソンに挑戦するため、ランニングを再開。宮原さんも誘われて走りはじめました。

　56歳で同期という2人。「マラソン通勤です」という田上さんと「休日に走ります」という宮原さん。練習方法は違いますが「健康は維持しています」と口を揃えます。目標は「気楽に走ること」。自然体の駅伝は今後も続きます。

[image: みんなの力]




市民相談

市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

1月5日（月）、2月2日（月）、午後1時～4時




◇税務（予約制）

1月23日（金）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

1月9日（金）午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

1月13日（火）午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

1月13日（火）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

1月6日（火）、2月3日（火）、午後1時～4時




◇分譲マンション管理（予約制）

1月26日（月）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

1月16日（金）、2月6日（金）、午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

1月20日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時





保健福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

1月13日（火）、2月10日（火）午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

1月21日（水）、2月6日（金）、午後1時～3時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。





こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

1月6日（火）・20日（火）、2月3日（火）、午後1時～4時





ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

1月19日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着4人・一人50分）

1月14日（水）・28日（水）、午後1時～4時50分





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時




[image: ヒラツカルチャー]


博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 1～3·5·13·19·26日·2月2日



■ポスト特別展「平塚の石仏」

　秋期特別展「平塚の石仏　3058の祈りと願い」の内容を厳選して展示します。

　2月15日（日）まで。2階情報コーナー。




■白鷺（しらさぎ）家が語る「くらしの今昔」

　家族の対話を通して、昔の暮らしと道具を学びます。

　1月7日（水）～3月1日（日）。寄贈品コーナー。




■郷土史入門講座「近世平塚の自然災害　気象災害」

　近世平塚に起きた気象災害の記録を読み解きます。

　1月25日（日）午前10時30分～正午。講堂。




■天文連続講座　暦を知る

第1回「暦の上では…季節と暦」　4回の講座で地球の動き、月の動きを基につくられた太陰太陽暦と太陽暦の仕組みや歴史を解説します。

　2月1日（日）午後3時30分～5時。講堂。




■ろばたばなし

　民家のいろりばたで昔話を語ります。

　1月18日（日）午後1時20分と3時。1階展示室相模の家。




■スターウオッチング入門講座「冬」

　星空をちょっと眺めたい方や、これから星を見始めたい方のための入門講座です。

　1月11日（日）午後3時30分～5時。講堂。




■星を見る会　冬の星を見よう

　望遠鏡で観察します。

　1月9日（金）午後7時～8時30分。屋上。




■プラネタリウム投影

　70人（当日先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆2015年の天文現象　皆既月食、惑星同士の接近など今年の天文現象を先取りし、プラネタリウムのシミュレーション機能を使って紹介します。

　1月25日（日）までの土・日曜日と冬休み中の水・木曜日。午前11時と午後2時。

　1月10日・24日の土曜日、午前11時の回は、幼児向け番組「地球をさがせ」を上映します。

☆星空と音楽の夕べ　クラシック音楽を聴きながら、プラネタリウムで美しい星空を眺めます。

　1月18日（日）午後4時。



[image: 天文連続講座はやぶさ大解剖]


　4回の連続講座の後半です。

　午